
 

２０２4年度郷土歴史講座 

「増林地区南部の歴史」 
    ―増森村・中島村・小林村・花田村― 

講師 加藤 幸一 氏 
（越谷市文化財調査委員会 委員） 

 日 程 時 間 内 容 場 所 備 考 

第

１

回 

５月 8日（水） 

午後２時 

～午後４時 
講座 

市立図書館 2階 

視聴覚ホール 

Aコースの方は必

ず受講してくださ

い 
第

２

回 

5月15日（水） 

第

３

回 

5月24日（金） 

または 

６月 5日（水） 

午前９時 

～午後５時 

（予定） 

現地研修 

（バス乗車＆徒歩） 

＊雨天決行 

越谷界隈 

各日同一内容 

日にちを選択して

ください 

 

＜Aコース＞ 講座と現地研修の計３日間（第１回～第３回） 

第３回の各日17人定員（第３回は日にちを選択） 

＜Bコース＞ 講座のみの計２日間（第１回と第２回） 16人定員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   あて先・問い合わせ先 〒３４３－００２３ 越谷市東越谷４－９－１ 

   越谷市立図書館 郷土歴史講座担当 【電話 ０４８－９６５－２６５５】 

〇費用    無料 

〇申込期間 4月11日(木)午前１０時～４月25日(木) 

〇申込方法 電話（９６５－２６５５）または電子申請 

○申込内容 氏名・電話番号・希望コース 

（Aコースは第３回の日にちを選択） 

◎定員超えの場合 抽選を実施 

◎申込結果の連絡 当選者にのみ図書館から 

電話またはメールで通知 



新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

巻
之
二
百
二 

 
埼
玉
郡
之
四 

越
ヶ
谷
領 

○
花
田
村 
花
田
村
は
家
数
四
十
八
、
東
は
増
林
村
、
南
は
小
林
村
、
西
は
越
ヶ
谷
宿
、
北
は
大
沢
村
な
り
、 

東
西
十
五
町
、
南
北
二
十
町
許

ば
か
り

、
当
所
も
古
よ
り
御
料
所
な
り
、
江
戸
へ
の
里
数
、
元
禄
の
検
地
等
、
前
（
大
沢
村
）

に
同
じ
、
古

い
に
し

へ
小
林
村
の
界

さ
か
い

に
元
荒
川
続

つ
づ
き

の
川
あ
り
し
が
、（
花
田
村
は
）
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
新
開
の
地
と

な
り
て
よ
り
、
塩
谷
八
太
夫
、
岩
松
直
右
衛
門
等
糺た

だ

す
（
改
め
直
す
）
、 

高
札
場 

村
の
南
に
あ
り 

稲
荷
社 

村
の
鎮
守
と
す
、
西
円
寺

さ

い

え

ん

じ

持も

ち

、
下
（
第
六
天
社
）
同
じ
、 

○
第
六
天
社 

西
円
寺 

新
義
真
言
宗
、
瓦
曽
根
村
照
蓮
院
末
、
開
山
を
蓮
花
房
長
音
と
云
、
本
尊
正
観
音
を
安
ず
、 

薬
師
堂 

※
花
田
村
の
鎮
守
の
稲
荷
社
は
、
山
本
泰
秀
氏
に
よ
る
聞
き
取
り
（
昭
和
22
年
生
ま
れ
、
松
沢
憲
一
氏
）
に
よ
れ 

ば
、
花
田
第
二
樋
門
の
真
東
、
約
百
三
十
㍍
先
の
少
し
南
の
地
点
、
花
田
３
丁
目
11
に
あ
っ
た
。
ま
た
、 

第
六
天
社
は
、
そ
の
稲
荷
社
の
東
に
離
れ
て
あ
っ
た
（
昭
和
17
年
生
ま
れ
、
黒
田
丈
夫
氏
）。 

※
西
円
寺
は
花
田
一
丁
目
自
治
会
館
そ
ば
に
あ
る
。
西
円
寺
の
境
内
に
は
、
入
口
入
っ
て
右
側
に
参
道
に
向
け
て 

立
派
な
稲
荷
社
が
建
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
移
転
し
て
き
た
花
田
村
の
鎮
守
・
稲
荷
社
で
あ
る
。 

※
西
円
寺
の
薬
師
堂
は
、
入
口
入
っ
て
左
側
に
参
道
に
向
け
て
建
っ
て
い
る
。
堂
内
を
開
け
る
の
は
良
く
な
い
と 

伝
わ
っ
て
き
て
い
る
。 

※
な
お
、
花
田
に
は
浅
間
社
も
み
ら
れ
た
が
、
山
本
氏
に
よ
る
聞
き
取
り
（
松
沢
憲
一
氏
）
に
よ
る
と
、
花
田
の
南

の
端
、
花
田
と
越
ヶ
谷
の
境
の
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
っ
た
と
い
う
。
花
田
苑
の
門
か
ら
真
西
、
約
三
百
㍍
先
の
少
し

北
の
地
点
、
花
田
５
丁
目
14
に
あ
っ
た
。 

               

花田の寺社の地図 

明治13年測量の迅速測図に 
寺社の記号と名称の文字を
わかりやすく書き換えた。 

加藤幸一 



新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

巻
之
二
百
六 

 
埼
玉
郡
之
八 

新
方

に

い

が

た

領 

○
小
林
村 
小
林
村
は
江
戸
の
行
程
検
地
な
ど
前
村
（
大
房
村
）
に
同
じ
、
東
西
南
北
共
四
町

し
ち
ょ
う

、
南
は
元
荒
川
を 

隔
て
瓦
曽
根
村
・
西
方
村
、
西
は
葛
西
用
水
堀
を
越
て
越
ヶ
谷
宿
及
び
花
田
村
、
東
は
増
林
村
、
北
も
花
田
村
な 

り
、
民み

ん

戸こ

百
七
軒
、

按
あ
ん
ず
る
に

岩
松
文
書
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
の
者
に
、
小
林
村
の
名
を
の
（
載
）
す
、
当
村
の 

事
な
ら
ん
か
、
さ
れ
ど
郡
内
菖
蒲
領
及

お
よ
び

荏
原

え

ば

ら

郡
に
も
此こ

の

名
あ
れ
ば
、
定
か
に
は
云
難

い
い
が
た

し
、
用
水
は
瓦
曽
根
村
よ
り 

引
来
れ
り
、
古
よ
り
御
料
所
な
り
、
其
余

そ
の
あ
ま
り

花
田
村
境
に
新
田
※
あ
り
、
寛
延
三
年(

一
七
五
〇)

塩
谷
八
太
夫
・
岩 

松
直
右
衛
門
検
地
せ
り
、 

※
元
荒
川
の
古
川
の
地
の
村
境
が
新
田
と
な
っ
て
い
る
。 

高
札
場 

中
程
に
あ
り 

 

小
名

こ

な 

根
郷
組 

野
中
組 

高
曽
根
組 

元
荒
川 

南
の
方
を
流
る
、
幅
二
十
間
許

ば
か
り

、 

神
明
社 

村
の
鎮
守
な
り
、
○
水
神
社 

村
民
の
持 

※
神
明
社
は
東
福
寺
の
北
隣
り
に
あ
る
。
そ
の
北
に
は
道
路
を
隔
て
て
香
取
社
が
あ
り
、
そ
の
香
取
社
は
境 

内
が
広
く
、
明
治
８
年
の
「
埼
玉
郡
村
誌
」
に
よ
る
と
「
村
社
」(

江
戸
時
代
の
鎮
守
に
当
た
る)

と
な
っ 

 

て
い
る
。
一
方
、
神
明
社
は
「
平
社
」
と
書
か
れ
「
村
社
」
で
は
な
い
。
神
明
社
は
境
内
が
狭
い
の
で
、 

 

広
い
境
内
の
あ
る
香
取
社
の
方
が
鎮
守
に
は
ふ
さ
わ
し
く
、
江
戸
時
代
も
鎮
守
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。 

※
水
神
社
は
、
小
林
村
の
瓦
曽
根
溜
井
沿
い
の
会
田
家
の
南
西
の
瓦
曽
根
溜
井
の
小
島
に
祀
ら
れ
て
い
た
。 

東
福
寺 

新
義
真
言
宗
、
瓦
曽
根
村
照
蓮
院
末
（
末
寺
）、
小
林
山
と
号
す
、
中
興
僧
快
春
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）

正
月
化
す
（
没
す
る
）、
本
尊
虚
空
蔵
、 

鐘
楼 

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
鐘
を
か
く
（
掛
く
）、 

薬
師
堂 

○
蓮
乗
院 

同
宗
同
末
（
東
福
寺
末
寺
）、
下

並
な
ら
び
に

に
同
じ
（
以
下
に
あ
げ
る
東
光
寺
・
観
音
寺
も
同

じ
）、
摩ま

尼に

山
と
号
す
、
本
村
地
蔵
を
安
ず
（
安
置
す
る
）、
○
東
光
院 

薬
王
山
と
号
す
、
本
尊
薬
師
、 

○
観
音
寺 

無
量
山
と
号
す
、
本
尊
十
一
面
観
音
を
安
ず
、 

香
取
社 

○
観
音
堂 

東
福
寺
の
持
、 

※
薬
師
堂
は
、
東
福
寺
の
境
内
地
の
参
道
東
側
沿
い
に
あ
る
。 

※
東
光
院
は
、
東
越
谷
三
丁
目
の
北
西
角
あ
た
り
に
あ
っ
た
。 

※
観
音
寺
は
、
香
取
神
社
本
殿
の
北
東
、
東
越
谷
一
丁
目
一
四
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
観
音
堂
が
あ
っ
た
。 

※
香
取
社 

明
治
８
年
の
「
埼
玉
郡
村
誌
」
に
よ
る
と
、
小
林
村
の
村
社
（
江
戸
時
代
の
鎮
守
に
あ
た
る
）
と 

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
地
元
で
は
、「
小
林
の
鎮
守
」
を
現
代
風
に
「
東
越
谷
の
総
鎮
守
」
と
称
し
、
古
く
か
ら 

の
村
の
鎮
守
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

※
東
福
寺
の
本
堂
の
北
東
裏
に
第
六
天
の
お
堂
が
小
山
の
上
に
あ
っ
た
。 

 

○
増
森
村 

増
森
村
は
江
戸
へ
の
里
数
七
里
、
民
戸
百
三
十
、
西
は
増
林
村
、
南
は
元
荒
川
を
隔
て
ゝ
東
方

ひ
が
し
か
た

村 

に
接
し
、
東
北
は
古
利
根
川
を
廻
ら
し
、
川
を
越
て
葛
飾
郡
川
藤
下
・
赤
岩
二
村
な
り
、
東
西
六
町
、
南
北
十
五 

町
、
用
水
は
増
林
村
よ
り
引
け
り
、
御
入
国
以
来
御
料
所
（
幕
府
の
直
轄
領
）
に
し
て
、
検
地
は
前
村
（
小
林
村
） 



と
同
じ
く
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
酒
井
河
内
守
糺た

だ

せ
り
（
改
め
直
す
）
、 

高
札
場 

北
の
方
に
あ
り 

 

小
名

こ

な 
 

西
川
組 

新
田

し

ん

で

ん

組 

古
利
根
川 
東
北
を
流
る
、
幅
十
四
間
許

ば
か
り

、
○
元
荒
川 

西
の
方
を
流
る
、
幅
廿
五
間
、
○
千
間
堀 

村
の
中
程 

を
流
る
、
岩
槻
領
諸
村
の
悪
水
落

お
と
し

に
て
、
末
は
古
利
根
川
に
入い

る

、 

香
取
社 

 

東
正
寺

と

う

し

ょ

う

じ

持も

ち 
○
水
神
社 

金
蔵

こ

ん

ぞ

う

院い

ん

持
、
以
上
二
社
村
の
鎮
守
な
り
、
○
辨
天
社 

真
正
寺

し

ん

し

ょ

う

じ

持 

 

○
第
六
天
社 

清せ

い

学
院

が

く

い

ん

持 
○
稲
荷
社
四
宇 

一
は
東
正
寺
、
一
は
観
音
寺
、
外
二
社
は
清
学
院
の
持
な
り
、 

※
香
取
社
は
、
武
蔵
国
埼
玉
郡
村
誌
に
よ
る
と
、「
村
の
西
方
字あ

ざ

二
枚
口
に
あ
り
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

明
治
に
な
る
と
平
社
に
な
る
。
宝
正
院
の
西
三
六
〇
㍍
地
点
の
道
路
の
北
側
に
最
近
ま
で
そ
の
名
残
が
あ
っ
た 

が
、
現
在
は
見
当
た
ら
な
い
。 

※
東
正
寺
は
、
明
治
四
十
四
年
に
増
林
の
下
組
に
あ
る
宝
蔵
院
を
合
わ
せ
て
、
宝
蔵
院
の
「
宝
」
と
東
正
院
の
「
東
」 

を
と
っ
て
現
在
名
の
宝
正
院
に
改
め
た
。 

※
水
神
社
は
、
現
在
の
増
森
神
社
。
明
治
に
な
る
と
村
社
に
な
る
。
江
戸
時
代
の
鎮
守
に
あ
た
る
。 

※
辨
天
社
は
、
真
正
寺
の
東
隣
に
あ
っ
た
。 

※
真
正
寺
は
、
現
在
の
増
森
新
田
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
。 

※
第
六
天
は
、
増
森
の
松
井
家
の
北
に
あ
る
道
路
を
越
え
た
あ
た
り
に
あ
っ
た
。 

※
清
学
院
は
、
増
森
の
松
井
家
に
あ
っ
た
。「
松
井
大
学
」
と
し
て
学
問
を
教
え
て
い
た
。 

※
観
音
寺
は
、
宝
正
院
の
北
東
に
あ
る
。 

※
稲
荷
社
は
、
現
在
の
宝
正
院
境
内
、
観
音
寺
の
境
内
、
真
正
寺
の
東
側(

現
在
も
あ
り)

、
清
学
院
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
。 

東
正
寺 

 

新
義
真
言
宗
、
下
総
国
清し

水み

ず

村
金
乗
院

こ
ん
じ
ょ
う
い
ん

末ま

つ

、
清
滝
山
不
動
院
と
号
す
、
本
尊
胎
蔵
界

た

い

ぞ

う

か

い

大
日

だ

い

に

ち

を
安
ず
（
安 

置
す
る
）、
坐
像
に
て
長

な
が
さ

一
尺
余
、
運
慶
の
作
と
云い

う

、
天
文
二
十
一
年(

一
五
五
二)

の
起
立

き

り

ゅ

う

に
し
て
、
開
山
賢
永 

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
八
月
四
日
遷
化

せ

ん

げ

せ
り
、 

鐘
楼 

鐘
は
近
年
の
鋳
造
な
り
、 

不
動
堂 
天
神
社
、 

清
滝
社 

○
観
音
寺 

同
宗
同
末
、
歴
却
山
と
号
す
、
大
永

だ

い

え

い

三
年
（
一
五
二
三
）
尊
賢
と
云
僧
の
起
立
、
本
尊 

阿
弥
陀
を
安
ず
、 

観
音
堂 

○
金
蔵
院

こ

ん

ぞ

う

い

ん 

東
正
寺
門
徒
、
下
二
ヶ
寺
同
じ
、
元
和
元
年(

一
六
一
五
）
僧
良
識 

の
草
創
な
り
、
本
尊
十
一
面
観
音
は
良
弁
の
作
と
云
、
立
像
に
て
長
一
尺
三
寸

さ

ん

ず

ん

余
、 

不
動
堂 

○
真
正
寺

し

ん

し

ょ

う

じ

同 

（
東
正
寺
）
門
徒
、
慈
光
山
と
号
す
、
寛
永
六
年(

一
六
二
九
）
僧
尊
海
の
起
立
、
本
尊
十
一
面
観
音
を
安
ぜ
り
、 

○
真
光
寺

し

ん

こ

う

じ 

寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
僧
賢
明
の
草
創
な
り
、
本
尊
阿
弥
陀
、 

○
清
学
院 

本
山
派
修
験
、 

葛
飾
郡
幸
手
不
動
院
配
下
な
り
、
本
尊
不
動
、
○
慈
光
庵 

薬
師
を
安
ず
、
真
□
正
寺
（
真
正
寺
）
持
、 

 

○
東
光
庵 

こ
ゝ
も
薬
師
を
安
ず
、
東
正
寺
持
、 

※
金
乗
院
は
、
野
田
市
の
清
水
公
園
の
そ
ば
に
あ
る
寺
院
、
清
水
公
園
は
昔
は
金
乗
院
の
寺
領
で
あ
っ
た
。 

※
金
蔵
院
の
本
尊
十
一
面
観
音
像
は
薬
師
堂(

増
森
公
民
館
）
に
あ
る
十
一
面
観
音
像
と
思
わ
れ
る
。
小
島
松
之
助

（
昭
和
２
年
生
ま
れ
・
屋
号
「
惣
右
ヱ
門
」）
の
先
祖
が
隠
居
し
た
と
こ
ろ
で
、「
慈
光
庵
」
と
か
つ
て
呼
ば
れ
た
。 

※
真
正
寺
は
、
現
在
の
増
森 

新
田
セ
ン
タ
ー
の
地
に
あ
っ
た
。 

※
真
光
寺
は
、
森
西
川
自
治
会
館
の
南
側
の
墓
地
あ
た
り
に
あ
っ
た
。 



※
清
学
院
は
、
増
森
の
松
井
家
に
あ
っ
た
。
先
祖
が
大
坂
か
ら
笈
に
入
れ
た
不
動
明
王
像
を
背
負
っ
て
こ
の
地
に 

や
っ
て 

き
た
と
の
言
い
伝
え
が
残
る
。 

 ○
中
島
村 
中
島
村
は
江
戸
よ
り
行
程
六
里
半
、
民
戸
三
十
余
、
東
北
は
古
利
根
川
を
越
て
葛
飾
郡
吉
川
村
、 

西
は
本
郡
増
森
村
、
南
は
元
荒
川
を
隔
て
南
百
・
見
田
方
・
東
方
の
三
村
な
り
、
東
西
六
町
余
、
南
北
五
町
、
元 

は
隣
村
増
森
村
よ
り
分
れ
し
由
、
既
に
正
保
国
図
此こ

の

名
を
載
せ
た
れ
ば
、
分
村
せ
し
は
是こ

れ

よ
り
前
の
事
な
る
べ
し
、 

さ
れ
ど
増
森
村
に
は
此
伝

つ
た
え

な
し
、
分
村
以
来
御
料
所
に
て
今
も
替
ら
ず
、
用
水
検
地
は
前
村
（
増
森
村
）
と
同
じ
、 

又
増
森
・
増
林
二
村
の
内
に
少
許

す
こ
し
ば
か
り

の
飛
地
あ
り
、 

小
名

こ

な 

稲
荷
免
耕
地 

元
荒
川 

南
の
方
を
流
る
、
幅
二
十
五
間
、 
○
古
利
根
川 

東
北
を
流
る
、
幅
四
十
間
ば
か
り
、
前
の
元
荒
川 

村
内
に
て
此
川
に
落
合

お

ち

あ

え

り  

こ
ゝ
に
渡
場
あ
り
、
江
戸
よ
り
下
総
へ
の
往
来
に
て
、
当
村
の
境
よ
り
葛
飾
郡 

平
沼
に
達
せ
り
、 

※
古
利
根
川
（
現
在
は
、
中
川
と
呼
ん
で
い
る
）
の
渡
場
と
は
、
中
島
と
吉
川
を
結
ぶ
「
中
島
の
渡
し
」
を
指
す 

と
思
わ
れ
る
。 

稲
荷
社 

村
の
鎮
守 

○
諏
訪
社 

こ
れ
も
鎮
守
な
り
、
共
に
正
福
寺
の
持
、 

正
福
寺 

新
義
真
言
宗
、
下
総
国
葛
飾
郡
清
水
村
金
乗
院

こ
ん
じ
ょ
う
い
ん

末ま

つ

、
稲
荷
山
と
号
す
、
本
尊
大
日

だ

い

に

ち

を
安
ず
、 

※
稲
荷
社
と
諏
訪
社
は
、
現
在
の
中
島
神
社
を
さ
す
。 

※
正
福
寺
は
、
中
島
神
社
の
裏
の
中
島
自
治
会
館
に
あ
っ
た
。 

 

○
増
林
村 

増
林
村
は
民
戸
二
百
四
十
、
東
西
二
十
町
、
南
北
十
三
町
、
南
は
小
林
村
、
東
は
増
森
村
、
西
は
葛
西

用
水
堀
を
隔
て
て
大
吉

お

お

よ

し

村
、
北
は
古
利
根
川
を
越
て
葛
飾
郡
上
下

か

み

し

も

赤
岩
村
な
り
、
用
水
は
松
伏

ま

つ

ぶ

し

溜
井
よ
り
引
沃

ひ

き

そ

そ

げ
り
、

御
打
入

う

ち

い

り

よ
り
今
に
御
料
所
に
し
て
、
検
地
江
戸
へ
の
行
程
等
は
前
村
（
中
島
村
）
と
同
じ
、
其
余
後
年
開
発
の
地
は
、

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
柴
村
藤
右
衛
門
・
伊
藤
市
兵
衛
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
塩
谷
八
太
夫
・
岩
松
直
右

衛
門
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
舟
橋
安
右
衛
門
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
小
野
佐
太
夫
、
明
和
七
年
（
一
七
七

〇
）
遠
藤
兵
右
衛
門
等
検
地
し
て
、
貢ぐ

税ぜ
い

を
定
め
し
と
云
、 

高
札
場 

東
の
方
に
あ
り 

古
利
根
川 

東
の
方
を
流
る
、
こ
れ
当
郡
（
埼
玉
郡
）
と
葛
飾
郡
と
の
界

さ
か
い

に
て
、
此
川
に
葛
飾
郡
松
伏
・
二
郷
半
・ 

東
葛
西
・
上か

み

の
割わ

り

・
下
の
割
・
西
葛
西
・
幸
手
領
・
半
高
・
足
立
郡
淵
江
・
谷
古
田
・
及
郷
中
・
八
条
・
新
方

に

い

が

た

、 

都
合
八
ヶ
村
半
組
合
の
溜
井
あ
り
、
是
を
松
伏
溜
井
と
云
、
当
村
と
大
吉
村
境
に
て
、
一
流
を
分わ

か

て
り
、
こ
れ 

則
す
な
わ
ち

前
の
八
条
・
谷
古
田
・
淵
江
・
西
葛
西
四
ヶ
領
の
用
水
に
て
、
是
を
西
葛
西
用
水
路
と
唱
ふ
、
猶な

お

葛
飾
郡 

松
伏
村
溜
井
の
条
見
合

み

あ

い

す
べ
し
、 

○
元
荒
川 

南
を
流
る
、
幅
二
十
間
余
、 

浅
間
社 

村
の
鎮
守
、
福
寿
院
の
持
、 

末
社 

山
王 

○
香
取
社
二
宇 

一
は
宝
蔵
院
、
一
は
村
民
の
持 

○
八
幡
社 

梅
光

ば

い

こ

う

院い
ん

持 

末
社 

稲
荷 

○
稲
荷
社 

（
梅
光
院
）
持
同
じ
、 

○
天
神
社 

二
宇 

一
は 

大
正
院

だ
い
し
ょ
う
い
ん

持
、
一
は
村
民
の
持
、 

○
神
明
社 

大
正
院

だ
い
し
ょ
う
い
ん

持 



※
浅
間
社
は
、
現
在
の
護も

り

郷さ

と

神
社
。
大
正
時
代
以
後
に
村
社
に
な
る
。 

※
宝
蔵
院
持
ち
の
香
取
社
は
、
下
組
農
村
セ
ン
タ
ー
そ
ば
に
あ
る
。
明
治
に
な
っ
て
増
林
村
の
村
社
に
な
る
。 

※
村
民
持
ち
の
香
取
社
は
、
古
利
根
川
沿
い
に
八
幡
社
と
並
ん
で
八
幡
社
の
西
隣
り
に
あ
っ
た
。 

※
八
幡
社
は
、
上
組
一
区
自
治
会
館
の
東
百
八
十
㍍
先
の
古
利
根
川
沿
い
に
あ
っ
た
。 

※
梅
光
院
は
、
新
方
川
に
架
か
る
宮
野
橋
の
上
流
百
三
十
㍍
の
左
岸
側
に
あ
っ
た
。 

※
稲
荷
社
は
、
現
在
の
城
之
上
橋
の
南
方
に
あ
る
城
の
上
の
神
社
で
あ
る
。「
○
稲
荷
社 

持
同
じ
、」
と
な
っ
て 

い
て
、
ど
こ
の
寺
院
（
梅
光
院
）
の
持
ち
分
か
抜
け
て
い
る
。「
○
稲
荷
社 

梅
光
院
持
同
じ
」
で
あ
る
。 

※
天
神
社
は
、
中
山
中
自
治
会
館
そ
ば
に
あ
る
。 

※
大
正

だ
い
し
ょ
う

院
は
、
中
山
中
自
治
会
館
の
東
側
に
あ
っ
た
。 

※
神
明
社
は
、
ふ
れ
あ
い
橋
の
南
西
に
あ
る
。 

林
泉
寺 

浄
土
宗
、
江
戸
芝
増
上
寺
末
、
正
林
山
と
号
す
、
開
山
本ほ

ん

誉よ

文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
三
月
示じ

寂
じ
ゃ
く

す
、 

 

本
尊
は
三
尊
の
弥
陀
、
此
腹は

ら

籠
ご
も
り

に
恵え

心し

ん

僧
都

そ

う

ず

の
作
れ
る
弥
陀
を
収
む
と
云
、
鐘
楼 

享
保
三
年
（
一
七
一
八
） 

鋳
造
の
鐘
を
掛か

く 

観
音
堂 

正
観
音
及
子
安
観
音
の
二
体
を
安
ず
、
〇
勝
林
寺 

禅
宗
曹
洞
派
、
下
新
井
村 

福ふ
く

厳ご
ん

寺じ

の
末 

法
恩
山
と
号
せ
り
、
開
山
黙
堂

も

く

ど

う

誾ぎ

ん

契け

い

は
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
四
月
寂

じ
ゃ
く

す
、
十
一
面
観
音
を 

本
尊
と
な
せ
り
、
鐘
楼 

近
き
鋳
造
の
鐘
な
り
、
観
音
堂 

〇
福
寿
院 

新
義
真
言
宗
、
瓦
曽
根
村
照
蓮
院
末 

富
井
山
と
号
す 

本
尊
は
正
観
音
を
安
ぜ
り
（
安
置
す
る
） 

開
山
長
清
寛
文
三
年(

一
六
六
三
）
正
月
廿
九
日 

遷
化

せ

ん

げ

す
、 

〇
宝
蔵
院 

同
宗
、
下
総
国
葛
飾
郡
清
水
村
金
乘
院

こ
ん
じ
ょ
う
い
ん

末
、
本
尊
不
動
を
安
ず
、
開
山
祐
範
延
宝
四 

年
（
一
六
七
六
）
十
一
月
二
日
寂
せ
り
、 

〇
法
立
寺 

日
蓮
宗
、
下
総
国
平
賀
村
本
土
寺
末
、
妙
富
山
と
号 

す
、
開
山
日
明
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
十
二
月
十
日
示
寂
、
本
尊
三
宝

さ

ん

ぼ

う(

三
宝
尊)
、
三
十
番
神
堂 

〇
清
伝

せ

い

で

ん 

寺 

林
泉
寺
末
な
り
、
真
城
山
と
号
す
、
開
山
証
誉
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
十
月
十
七
日
寂
す
、
本
尊
弥
陀 

を
安
ぜ
り
、 

〇
浄
泉
院 

同(

林
泉
寺)

末
、
本
尊
も
同
じ(

弥
陀)

、 

〇
清
了
院 

勝
林
寺
の
末
、
本
尊
観
音 

を
安
ず
、 

〇
梅
光
院 

本
山
派
修
験
、
葛
飾
郡
幸
手
不
動
院
の
配
下
、
香
正
山
と
号
す
、
本
尊
不
動
、 

 

〇
大
正

だ
い
し
ょ
う

院 

同
（
幸
手
不
動
院
）
配
下
、
増
林
山
と
号
す
、
本
尊
も
前
（
不
動
）
に
同
じ
、 

〇
薬
師
堂 

 

〇
虚
空
蔵
堂 

と
も
に
福
寿
院
の
持 

※
林
泉
寺
は
、
林
泉
寺
発
行
「
林
泉
寺
史
」
59
頁
に
よ
る
と
、
鎌
倉
時
代
の
永
仁
五
年(

一
二
九
七
）
の
「
平
僧 

寺
」
か
ら
始
ま
る
（
開
創
）。
そ
の
後
、「
西
堂

さ

い

ど

う

寺
」、「
上
人

し
ょ
う
に
ん

寺
」
と
変
遷
し
、
現
在
の
「
林
泉
寺
」
の
名
称
に 

落
ち
着
く
。
ま
た
こ
の
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
増
上
寺
の
末
寺
で
あ
る
林
泉
寺
の
開
山
僧
は
、
本
誉

ほ

ん

よ 

上
人
で
、
室
町
時
代
の
文ぶ

ん

正
し
ょ
う

元
年(

一
四
六
六)

三
月
に
遷
化

せ

ん

げ

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
本
誉
上
人
は
「
林
泉
寺
史
」 

３
頁
に
よ
る
と
、
正
式
に
は
誓
蓮
社
本
誉
上
人
心
阿
正
林
良
諦
和
尚
で
「
心
阿
正
林
良
諦
」
の
「
正
林
」
は 

林
泉
寺
の
山
号
に
由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
文
誉
上
人
は
文ぶ

ん

正
し
ょ
う

元
年
と
さ
れ
る
が
異
説
も
あ
る
。 

※
腹
籠
と
は
、
仏
像
な
ど
の
胎
内
に
観
音
像
や
経
典
な
ど
を
納
め
て
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
も
の
。 

※
林
泉
寺
の
観
音
堂
に
は
正

し
ょ
う

観
音
と
子
安

こ

や

す

観
音
を
安
置
す
る
が
、
「
林
泉
寺
史
」（
編
纂
者
は
林
泉
寺
の
木
村
惠
俊 

氏
）
の
98
頁
の
江
戸
中
期
頃
の
古
地
図
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
「
正
観
音
堂
」
と
「
子
安
観
音
堂
」
と
が
、
こ 

の
頃
ま
で
隣
り
合
わ
せ
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 



※
勝
林
寺
は
、
平
安
時
代
の
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
三
月
十
日
に
源
勝
和
尚
に
よ
る
「
自
耕
院
」（
慈
恩
寺
末
寺
、 

天
台
宗
）
か
ら
始
ま
る(

開
山)

と
い
う
。
本
尊
は
正
観
音
。
そ
の
後
、
天
文
元
年(

一
五
三
二)

八
月
に
黙
堂

も

く

ど

う

誾ぎ

ん

契か
い 

に
よ
っ
て
曹
洞
宗
に
改
宗
さ
れ
て
中
興
開
山
さ
れ
た
。
本
尊
は
十
一
面
観
音
。
な
お
そ
の
前
年
に
は
、
岩
槻
に 

あ
る
福ふ

く

厳
寺

ご

ん

じ

を
開
山
し
た
と
い
う
。
黙
堂

も

く

ど

う

誾ぎ

ん

契か
い

は
天
文
七
年(

一
五
三
八)

四
月
十
二
日
の
酉
の
刻(

午
後
六
時
頃
） 

に
示
寂
し
て
い
る
。(

以
上
、
山
本
泰
秀
氏
か
ら
の
聞
き
取
り) 

※
福ふ

く

厳
寺

ご

ん

じ

は
岩
槻
に
あ
っ
て
、
開
山
は
勝
林
寺
と
同
じ
黙
堂
誾ぎ

ん

契か
い

。 

※
勝
林
寺
の
観
音
堂
は
、
山
門
入
っ
て
右
側
に
あ
っ
た
が
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
焼
失
し
、
今
は
な
い
。 

※
福
寿
院
は
、
現
在
の
護も

り

郷さ

と

神
社
の
道
路
反
対
側
の
奥
に
今
で
も
墓
地
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
地
が
福
寿
院
跡
地 

で
あ
る
。
地
元
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
福
寿
院
に
は
、
福
寿
院
持
ち
の
薬
師
堂
が
こ
こ
と
は
別
の
地
に
あ

っ
た
と
い
う
。 

ま
た
、
福
寿
院
の
山
号
「
富
井
山
」
は
、
こ
の
寺
院
の
開
基
を
し
た
人
の
名
前
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
の
一
部
で

言
伝
え
が
あ
る
。
墓
地
そ
ば
に
富
井
寿
作
の
小
さ
な
畑
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
山
号
に
個
人
名
を
付
け
る
の
は

不
自
然
で
あ
り
、
増
林
村
内
の
江
戸
時
代
の
石
仏
石
塔
に
は
「
富
井
」
の
名
前
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
今
後
の
課

題
と
し
て
記
録
に
残
す
こ
と
に
し
た
。 

※
宝
蔵
院
は
、
現
在
の
下
組
農
村
セ
ン
タ
ー
の
東
南
90
㍍
先
に
あ
っ
た
。
金
乗
院

こ
ん
じ
ょ
う
い
ん

に
つ
い
て
は
中
島
村
の
正
福 

寺
の
項
を
参
照
の
こ
と
。 

※
法
立
寺
は
珍
し
く
日
蓮
宗
の
寺
院
で
、
か
つ
て
は
宝
蔵
院
の
南
150
㍍
の
所
に
あ
っ
た
と
い
う
。 

※
清
伝
寺
は
、
現
在
の
鷹
匠
橋
の
北
東
120
㍍
先
に
あ
っ
た
。 

※
浄
泉
院
は
、
林
泉
寺
の
境
内
に
あ
る
。 

※
清
了
院
は
、
現
在
の
定
使
野
橋
を
松
伏
に
向
か
っ
て
渡
っ
た
先
の
猿
島
道
の
東
側
に
あ
っ
た
。
墓
地
は
離
れ
た 

東
北
東
に
現
在
も
残
っ
て
い
る
。 

※
梅
光
院
は
、
現
在
の
定
使
野
橋
の
下
流
の
新
方
川
の
左
岸
に
あ
っ
た
。 

※
大
正

だ
い
し
ょ
う

院
は
、
中
山
中
自
治
会
館
の
近
く
に
あ
っ
た
。 

※
虚
空
蔵
堂
は
、
下
組
農
村
セ
ン
タ
ー
の
南
西
、
東
京
平
方
線
の
道
路
北
側
に
あ
っ
た
。 

 

令
和
６
年
（
二
〇
二
四
）
５
月
10
日
改
訂 

加
藤
幸
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「元荒川の流れたあとをたどり、スナッカラ地蔵へ」 
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「
川
の
あ
る
ま
ち
」
第
２
９
号
（
一
部
改
訂
） 

花
田
の
お
地
蔵
さ
ま
（
ス
ナ
ッ
カ
ラ
地
蔵
） 

―

花
田

は

な

た

の
地
蔵
を
通
し
て
知
る
越
谷
市
花
田
と 

葛
飾
区
水
元

み
ず
も
と

と
の
交
流―

 
 
 
 
 
 

加
藤
幸
一 

今
か
ら
四
百
年
前
の
江
戸
初
期
、
越
谷
市
花
田
と
、
遠
く
離
れ
た
葛
飾
区
水
元

と
の
間
で
、
人
的
交
流
が
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
「
花
田
の
地
蔵
」（
「
ス
ナ
ッ
カ

ラ
地
蔵
」）
の
調
査
を
通
し
て
判
明
し
た
。 

【
花
田
の
地
蔵
、「
ス
ナ
ッ
カ
ラ
地
蔵
」
の
由
来
】 

 

江
戸
時
代
か
ら
、
地
元
や
そ
の
周
辺
で
親
し
ま
れ
て
き
た
「
花
田
の
お
地
蔵
様
」

は
、
す
ぐ
近
く
の
人
々
の
間
で
は
、
ス
ナ
ッ
カ
ラ
の
地
の
そ
ば
に
あ
っ
た 

の
で
「
ス
ナ
ッ
カ
ラ
の
お
地
蔵
様
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
花
田
の
区
画
整

理
事
業
が
行
わ
れ
始
め
た
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
頃
よ
り
、「
ス
ナ
ッ
カ
ラ
」

で
は
な
く
、
な
ま
っ
た
呼
称
の
方
の
「
ス
マ
ッ
カ
ラ
地
蔵
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。 

「
ス
ナ
ッ
カ
ラ
」
と
は
、
砂
河
原
の
こ
と
で
、
当
時
の
「
花
田
の
お
地
蔵
様
」
あ

た
り
か
ら
現
在
の
鷹
匠
（
た
か
じ
ょ
う
）
橋
ま
で
の
間
の
古
川
（
昔
の
元
荒
川
筋
）

の
河
原
跡
に
み
ら
れ
る
耕
地
を
さ
し
た
。 

 

な
お
、
対
岸
の
増
林
（
ま
し
ば
や
し
）
村
の
人
々
は
、
こ
の
「
花
田
の
地
蔵
」
を

「
見
晴
ら
し
地
蔵
」
と
も
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
地
蔵
が
他
所
よ
り
も
最
も
高
い
所

（
昔
の
元
荒
川
の
自
然
堤
防
上
）
に
立
っ
て
目
立
っ
て
い
て
、
周
囲
を
見
は
ら
し

て
い
る
か
の
よ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。 

【
花
田
の
地
蔵
伝
説
】 

 

昔
、
元
荒
川
が
花
田
の
方
に
花
田
の
地
を
囲
む
よ
う
に
迂
回
し
て
流
れ
て
い
た

頃
の
話
で
あ
る
。
あ
る
日
の
こ
と
、
こ
の
曲
流
し
た
花
田
の
元
荒
川
を
石
の
お
地

蔵
様
を
運
ん
で
上
流
へ
と
上
る
舟
が
あ
っ
た
。
花
田
の
あ
た
り
に
さ
し
か
か
る
と
、

急
に
舟
が
動
か
な
く
な
る
。
そ
こ
で
人
々
は
運
ば
れ
て
い
た
こ
の
お
地
蔵
様
が
こ

の
地
に
安
住
し
た
い
の
だ
と
思
い
、
舟
か
ら
降
ろ
し
堤
の
上
に
上
げ
て
お
祀
り
し

た
と
い
う
。 

 

一
方
、「
お
地
蔵
さ
ま
の
首
の
骨
が
折
れ
て
舟
が
動
か
な
く
な
っ
た
」
と
か
、「
お

地
蔵
さ
ま
が
こ
こ
に
流
れ
着
い
た
」
と
い
う
話
も
一
部
で
残
っ
て
い
る
。「
地
蔵
の

首
が
折
れ
た
か
ら
」
と
の
話
は
、
地
蔵
を
初
め
て
こ
の
地
に
安
置
す
る
時
か
ら
首

が
既
に
折
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
本
来
の
言
い
伝
え 

で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
花
田
の
地
蔵
伝
説
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
話
も
あ
る
。
そ
の
内
容

は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

地
蔵
の
石
仏
を
載
せ
た
大
型
の
船
が
、
海
の
幸
で
財
を
な
し
た
人
が
、
秩
父
の

札
所
に
送
り
届
け
た
い
と
の
希
望
で
、
海
か
ら
元
荒
川
を
上
っ
て
こ
こ
ま
で
来
た
。

さ
ら
に
上
流
に
行
く
た
め
に
、
こ
こ
で
と
ど
ま
り
、
元
荒
川
の
澪
（
み
お
）
で
川
の

水
が
増
え
る 

の
を
待
っ
て
い
た
。
増
水
す
る
や
い
な
や
、
一
気
に
上
流
へ
と
川

を
上
ろ
う
と
し
た
が
、
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
船
が
河
原
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
こ
の
地
蔵
は
こ
こ
に
と
ど
ま
り
た
い
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
見
晴
ら
し
の

よ
い
こ
の
地
に
安
置
さ
れ
た
。 

 

以
上
の
話
が
、
古
川
の
対
岸
（
新
方
川
の
左
岸
）
に
あ
る
控
え
土
手
（
増
林
へ
の

水
害
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
土
手
道
）
の
そ
ば
に
住
む
増
林
の
小
島
初
治
（
は

つ
は
る
）
氏
に
よ
る
先
輩
た
ち
か
ら
以
前
聞
い
た
話
で
あ
る
。「
み
お
」
と
は
、
こ

こ
で
は
川
の
中
で
深
い
所
と
い
う
意
味
で
、
遊
水
池
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。

現
在
の
鷹
匠
橋
の
南
東
、
花
田
第
一
樋
門
の
西
側
あ
た
り
で
あ
る
。 

地
蔵
が
下
流
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
海
の
方
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
と

の
内
容
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
今
か
ら
三
百
五
十
年
前
か
ら
の
口
伝
え

で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
内
容
の
変
遷
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
。

「
川
を
上
っ
て
き
て
こ
こ
で
安
置
さ
れ
た
」
と
し
て
の
言
い
伝
え
が
自
然
で
あ
り
、

後
世
の
付
け
加
え
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
興
味
を
引
く
内
容
で
は
あ
る
。 

【「
花
田
の
地
蔵
」
の
ル
ー
ツ
】 

常
磐
線
金
町
駅
か
ら
北
に
向
か
っ
て
歩
く
と
、
水
元
の
地
に
着
く
。
水
元
に
は
、

戦
前
の
教
科
書
に
も
載
っ
た
大
岡
さ
ば
き
で
有
名
な
「
し
ば
ら
れ
地
蔵
」
の
あ
る



南
蔵
院
と
い
う
寺
院
が
あ
る
。
荒
縄
で
地
蔵
尊
を
し
ば
り
つ
け
る
信
仰
が
江
戸
時

代
か
ら
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
地
元
や
そ
の
周
辺
は
勿
論
、
遠
く
離
れ
た
地
域

ま
で
知
ら
れ
て
い
る
。 

実
は
、
水
元
近
く
の
金
町
を
本
店
と
す
る
、
こ
の
「
し
ば
ら
れ
地
蔵
尊
」
と
い
う

名
か
ら
と
っ
た
菓
子
店
の
支
店
が
、
越
谷
の
地
に
も
偶
然
に
あ
り
、
蒲
生
の
日
光

街
道
沿
い
（
現
、
南
越
谷
一
丁
目
）
に
置
か
れ
、
外
装
に
し
ば
ら
れ
地
蔵
尊
の
絵
が

描
か
れ
た
「
し
ば
ら
れ
地
蔵
の
満
願
ど
ら
や
き
」
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。 

偶
然
と
い
え
ば
「
正
徳
寺
（
し
ょ
う
と
く
じ
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
花
田
の
地
蔵

が
こ
の
水
元
の
地
の
正
徳
寺
か
ら
や
っ
て
き
た
」、
つ
ま
り
「
花
田
の
地
蔵
の
ル
ー

ツ
が
正
徳
寺
（
現
、
南
蔵
院
）
で
あ
る
」
と
秦
野
秀
明
氏
の
調
査
協
力
に
よ
り
判
明

し
た
頃
、
私
の
娘
が
す
ぐ
そ
ば
の
中
学
校
で
英
語
の
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
の
に
は

驚
い
た
。 

江
戸
時
代
の
南
蔵
院
は
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
で
被
害
に
遭
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
昭
和
四
年
十
月
に
、
旧
本
所
区
中
之
郷
（
現
、
墨
田
区
吾
妻
橋
三
丁

目
）
の
地
か
ら
こ
の
水
元
の
地
の
聖
徳
寺
に
移
転
し
て
き
た
。
以
来
、
江
戸
時
代

の
聖
徳
寺
の
石
塔
等
を
大
切
に
保
存
し
て
き
た
た
め
に
、
今
日
ま
で
し
っ
か
り
と

残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

花
田
の
地
蔵
尊
と
関
連
し
た
地
蔵
は
、
こ
の
南
蔵
院
の
「
し
ば
ら
れ
地
蔵
」
で

は
な
く
、
江
戸
初
期
の
正
徳
寺
の
時
に
こ
の
地
で
造
立
さ
れ
た
承
応
三
年
（
一
六

五
四
）
の
地
蔵
の
石
仏
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
花
田
の
地
蔵
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
で
き

た
と
い
う
点
で
、
花
田
の
地
蔵
と
兄
弟
分
と
い
え
よ
う
。 

【「
花
田
の
地
蔵
」
と
同
時
期
の
地
蔵
菩
薩
像
】 

花
田
の
地
蔵
に
は
「
正
徳
寺
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（「
花
田
の
地
蔵
」

の
図
参
照
）、
江
戸
時
代
の
初
め
頃
の
聖
徳
寺
は
、
正
徳
寺
と
書
か
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
聖
徳
太
子
の
聖
徳
と
発
音
が
同
じ
な
の
で
、
寺
の
名
前
も
聖
徳
寺
と
書

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
で
も
、
南
蔵
院
に
は
再
建
さ
れ
た
太

子
堂
が
あ
っ
て
、
聖
徳
寺
か
ら
受
け
継
が
れ
た
太
子
信
仰
が
続
い
て
い
る
こ
と
は

微
笑
ま
し
い
。 

こ
の
南
蔵
院
の
墓
地
の
西
端
に
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
一
月
十
七
日

に
亡
く
な
っ
た
聖
徳
寺
の
住
職
「
教
光
院
慈
探
大
和
尚
」
の
記
念
碑
が
あ
る
。 

地
元
の
多
く
の
人
に
よ
っ
て
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
二
月
十
七
日
に
造
立

し
て
い
る
。
そ
の
向
か
っ
て
左
隣
に
、「
聖
徳
寺
」
と
刻
ま
れ
た
享
保
三
年
（
一
七

一
八
）
閏
十
月
造
立
の
地
蔵
菩
薩
の
石
仏
（
舟
型
）
が
あ
る
。
向
か
っ
て
右
隣
に

は
、
花
田
の
地
蔵
（
丸
彫
り
）
の
造
立
年
の
承
応
四
年
正
月
二
十
六
日
よ
り
五
カ

月
前
に
造
立
さ
れ
た
承
応
三
年
八
月
吉
日
の
地
蔵
の
石
仏
（
舟
型
）
が
あ
る
が
、

花
田
の
地
蔵
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
作
ら
れ
、
こ
れ
が
い
わ
ば
「
花
田
の
地
蔵
の
兄
貴

分
」
と
い
え
よ
う
か
。
今
回
取
り
上
げ
た
正
徳
寺
の
地
蔵
菩
薩
像
石
仏
で
あ
る
。 

（「
正
徳
寺
の
承
応
三
年
の
地
蔵
菩
薩
像
」
の
図
参
照
） 

【
花
田
と
水
元
と
の
交
流
】 

 

花
田
の
お
地
蔵
様
の
石
仏
か
ら
わ
か
る
歴
史
的
事
実
は
、「
花
田
の
地
蔵
」
を
奉

納
し
た
施
主
が
、
現
在
の
葛
飾
区
の
小
合
溜
（
小
合
溜
井
）
そ
ば
の
正
徳
寺
（
聖
徳

寺
）
住
職
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
。 

造
立
さ
れ
た
地
蔵
は
、
下
小
合
村
（
現
在
の
水
元
）
を
出
発
し
、
小
合
溜
か
ら
現

在
の
大
場
川
、
今
は
な
き
古
利
根
川
（
八
潮
南
公
園
か
ら
宝
光
寺
の
北
側
）、
現
在

の
中
川
（
か
つ
て
の
古
利
根
川
）、
現
在
の
吉
川
橋
で
中
川
（
古
利
根
川
）
と
別
れ

て
西
に
向
け
元
荒
川
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
進
み
、
現
在
の
宮
前
橋
よ
り
二
百
五
十

メ
ー
ト
ル
手
前
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
東
方
に
迂
回
（
花
田
を
迂
回
し
て
い
た
当
時
の
元

荒
川
筋
、
後
の
古
川
、
現
在
は
全
く
な
い
）
し
て
、
こ
の
花
田
の
地
を
目
指
し
て
運

ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
花
田
の
地
蔵
は
、
源
海
の
三
十
三
回
忌
の
為
に
承
応
四
年
（
一
六
五
五
）

に
建
て
ら
れ
た
石
仏
で
あ
る
。
源
海
が
亡
く
な
っ
た
年
は
一
六
二
三
年
で
あ
り
、

そ
れ
以
前
に
は
源
海
を
介
し
て
既
に
花
田
と
水
元
と
の
触
れ
合
い
は
あ
っ
た
と
思

わ
れ
、
江
戸
時
代
初
期
の
西
暦
一
六
〇
〇
年
前
後
、
つ
ま
り
今
か
ら
四
百
年
前
に

は
既
に
両
村
の
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
江
戸
初
期
の
花
田
村
と
下
小
合
村

と
の
中
川
（
古
利
根
川
）
や
元
荒
川
を
介
し
た
下
小
合
村
の
源
海
と
の
人
的
交
流

と
物
資
の
交
流
が
伺
え
ら
れ
る
。（「
花
田
の
地
蔵
の
ル
ー
ツ
と
そ
の
交
流
ル
ー
ト
」

参
照
） 

な
お
、
源
海
の
名
は
、
正
徳
寺
の
山
号
「
金
海
山
」
の
「
海
」
の
一
字
を
と
っ
て



名
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
花
田
と
下
小
合
の
仲
を
取
り
持
つ
源
海
は
、 

花
田
に
縁
の
あ
る
花
田
出
身
者
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
穿
っ
た
考
え
も
で
き
る
。 

【「
花
田
の
地
蔵
」
の
銘
文
か
ら
わ
か
る
行
政
区
分
】 

現
在
の
水
元
・
金
町
地
域
は
、
江
戸
時
代
以
前
は
香
取
社
の
見
ら
れ
る
下
総
国

に
属
し
て
い
た
。
当
時
の
武
蔵
国
と
下
総
国
と
の
境
は
、
八
潮
市
と
三
郷
市
の
境

を
流
れ
る
中
川
、
足
立
区
南
側
の
区
境
を
流
れ
る
古
隅
田
川
、
そ
れ
に
続
く
台
東

区
と
墨
田
区
の
境
を
流
れ
る
隅
田
川
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
地
域
が
下
総
国
か
ら
武
蔵
国
に
編
入
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
と

わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
江
戸
幕
府
の
正
保
（
し
ょ
う
ほ
う
）
元
年
（
一
六
四
四
）
の

「
正
保
改
定
図
」
に
よ
る
と
、
江
戸
川
（
太
日
川
・
ふ
と
ひ
）
以
西
は
、
下
総
国
に

属
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
花
田
の
地
蔵
」
に
刻
ま
れ
た
文
字

の
解
読
に
よ
っ
て
、
こ
の
石
仏
が
造
立
さ
れ
た
承
応
四
年
（
一
六
五
五
）
に
は
、
既

に
武
蔵
国
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
が
裏
付
け
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
現
在
の
中
川
を
境

に
、
既
に
東
側
が
東
葛
西
領
（
現
在
の
金
町
・
水
元
地
域
）、
西
側
が
西
葛
西
領
（
亀

有
地
域
）
と
呼
ば
れ
、
東
葛
西
領
が
上
之
割
（
葛
飾
区
）
と
下
之
割
（
江
戸
川
区
）

と
に
分
割
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
点
で
は
、
貴
重
な
石
仏
と
い
え
よ
う
。 

【「
花
田
の
地
蔵
」
の
昔
の
位
置
】 

 

区
画
整
理
事
業
前
の
花
田
の
地
蔵
は
、
古
川
に
沿
っ
た
自
然
堤
防
上
の
野
道
の

路
傍
（
現
在
の
花
田
三―

一
〇
あ
た
り
）
に
あ
り
、
南
西
向
き
に
他
の
石
仏
と
一

緒
に
並
ん
で
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
移
転
先
は
、
花
田
四―

二
〇―

一
三
の
佐

藤
家
南
側
路
傍
で
あ
る
。 

【
越
ケ
谷
の
久
伊
豆
神
社
、
花
田
の
西
円
寺
の
薬
師
堂
、
花
田
の
地
蔵
の
三
ヶ
所

の
参
詣
】 

 

越
ケ
谷
の
久
伊
豆
社
か
ら
「
せ
ん
げ
ん
堀
」（
新
方
川
）
に
架
か
る
鷹
匠
橋
に
通

じ
る
村
道
が
あ
っ
た
。
花
田
に
嫁
い
で
き
た
嫁
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
時
（
男

の
子
は
二
十
一
日
目
、
女
の
子
は
三
十
三
日
目
）
は
、
こ
の
村
道
を
利
用
し
て
最

初
は
越
ケ
谷
の
久
伊
豆
（
ひ
さ
い
ず
）
神
社
に
お
宮
参
り
を
し
、
そ
の
次
は
花
田

の
西
円
寺
（
さ
い
え
ん
じ
）
の
境
内
の
薬
師
堂
、
そ
し
て
最
後
に
花
田
の
地
蔵
尊

に
立
ち
寄
っ
て
お
参
り
を
し
た
の
で
あ
る
。 

 

花
田
の
人
々
は
、
花
田
の
お
地
蔵
さ
ま
が
昔
か
ら
子
供
を
守
っ
て
く
れ
る
仏
様

と
し
て
、
区
画
整
理
事
業
の
開
発
で
他
所
に
移
転
し
た
今
で
も
、
花
や
線
香
を
お

供
え
、
大
切
に
し
て
い
る
。 

                          

台
石
の
向
か
っ
て
右

側
面
の
文
字 

 

武
州
葛
西
領 

 

東
葛
西
之
庄 

 

上
ノ
割
下
小
合 

 
 
 
 

   

村 

 

正
徳
寺 

施
主
敬
白 



                             

                             

撮影：秦野秀明氏 

かつての花田の地蔵尊（スナッカラ地蔵） 



                             

                            + 
葛飾区の南蔵院にある 
花田の兄弟分の地蔵尊 



                             



                             

                             

○「花田ハ元荒川押（おし）廻り、天狗の鼻の先の如き組ゆへ、鼻田と称す

るを花田と書替（かきかう）。」（『越ケ谷瓜の蔓』より） 

・花田（はなた）村は、元荒川が[その村の周囲を迂回しながら流れ]廻り、

天狗の鼻の先のようになっている共同体なので、[本来は]「鼻田」と称

するのだが、「花田」と書き換えて[今日に至って]いる。 

・つまり、花田の村名のいわれは、「花の田」ではなく、村の周りに元荒川

が流れ、村が天狗の鼻のような形をしていて、田が広がっているからだ

という。 

・しかし、花田の「はな」とは、「鼻」という意味ではなく、「端（はな）」

という意味に解釈して、「越ケ谷郷の端（はし）」という意味か？ 

 

・なお、越谷市役所発行「越谷市史第四巻・史料二」４６頁では、「花田ハ

元荒川押迫り」と「迫り」となっているが、「廻り」の誤植である。 

 

 



 



                             



                             



平
成
27
年
11
月
の
越
谷
市
市
民
文
化
祭
の
発
表
原
稿
を
一
部
改
訂 

増
森
（
増
森
本
田
）
の
「
せ
い
魚
（
ぎ
ょ
）」
伝
説 加

藤 

幸
一 

「
せ
い
魚
」
伝
説
は
越
谷
市
の
増 ま

し

森 も
り

と
東
京
の
隅
田
川
の
鐘
ヶ
淵
と
の

間
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
伝
説
で
あ
る
。
鐘
ヶ
淵
は
か
つ
て
の
綾
瀬
川
が

隅
田
川
に
流
れ
注
ぐ
あ
た
り
に
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
は
向
島

む
こ
う
じ
ま

と
呼
ば
れ
た

地
域
に
属
し
、
昭
和
初
期
に
な
る
と
向
島
区(

注
１)

が
誕
生
す
る
。
こ
の

鐘
ヶ
淵
で
の
「
せ
い
ぎ
ょ
伝
説
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

１
． 

江
戸
時
代
の
鐘
ヶ
淵
の
沈
鐘

ち
ん
し
ょ
う

伝
説
（➔

地
図
２
） 

 

江
戸
時
代
の
隅
田
川
に
あ
る
鐘
ヶ
淵
は
、
綾
瀬
川
が
合
流
す
る
た
め
に

舟
人
に
と
っ
て
は
航
路
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
ま
た
隅
田

川
の
右
岸
の
石
浜
に
あ
っ
た
普
門
院
が
、
隅
田
川
の
左
岸
に
渡
っ
て
亀
戸

村
に
移
転
す
る
途
中
に
、
普
門
院
の
梵
鐘
を
鐘
ヶ
淵
に
落
と
し
て
沈
ま
せ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
沈
鐘
伝
説
が
江
戸
庶
民
の
間
に
広
ま
っ
た
。

鐘
ヶ
淵
の
名
称
由
来
を
示
す
伝
説
（
注
２
）
で
も
あ
る
。 

そ
の
後
、
明
治
・
大
正
、
そ
し
て
昭
和
に
な
る
と
、
増
森
で
は
鐘
ヶ
淵
の

沈
鐘
伝
説
と
は
違
っ
て
航
路
の
難
所
と
い
う
観
点
か
ら
「
せ
い
魚
伝
説
」

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。 

２
． 

架
空
の
魚
「
せ
い
魚 ぎ

ょ

」（➔

地
図
１
） 

 

増
森
沿
い
を
か
つ
て
流
れ
て
い
た
古
利
根
川
に
「
せ
い
ヶ が

淵
」
と
い
う 

 

深
い
川
底
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
「
せ
い
魚 ぎ

ょ

」
と
呼
ば
れ
る
伝
説
の
巨
大
な

魚
が
淵
の
主
と
し
て
住
ん
で
い
た
。
い
つ
し
か
土
砂
の
堆
積
で
住
み
に
く

く
な
り
水
量
も
激
減
し
た
の
で
、「
せ
い
魚
」
は
故
郷
を
捨
て
て
遠
く
離
れ

た
東
京
の
隅
田
川
の
鐘
ヶ
淵
へ
と
移
り
住
む
こ
と
に
な
る
。
鐘
ヶ
淵
は
綾

瀬
川
が
隅
田
川
に
注
ぐ
地
点
よ
り
や
や
下
流
に
あ
っ
た
（
現
在
の
墨
田
区

立
鐘
ヶ
淵
中
学
校
付
近
）。
と
こ
ろ
が
な
ぜ
か
鐘
ヶ
淵
を
通
過
す
る
多
く
の

舟
を
転
覆
さ
せ
て
暴
れ
ま
わ
っ
た
。「
増
森
舟
（
ま
し
も
り
ぶ
ね
）
だ
よ
」

と
伝
え
る
と
、「
せ
い
魚
」
は
自
分
の
故
郷
の
増
森
か
ら
来
た
舟
と
思
い
込

み
、
そ
の
舟
だ
け
を
転
覆
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
無
事
に
通
過
す
る
こ
と
が

出
来
た
と
い
う
。 

増
森
の
小
島
専
治
氏
（
明
治
四
十
三
年
生
ま
れ
）
か
ら
の
聞
き
取
り
調

査
（
平
成
十
二
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
増
森
沿
い
の
古
利
根
川
の
対
岸
の

川 か
わ

藤 ふ
じ

榎
戸

え
の
き
ど

の
山
崎
家
は
屋
号
を
「
う
し
ろ
っ
ぱ
」（
後
ろ
端
の
意
味
か
）
と

言
い
、
そ
の
家
の
裏
の
古
利
根
川
に
は
、
地
元
で
「
ふ
か
ん
ぼ
」（
深
ん
ぼ
）

と
呼
ば
れ
た
水
深
数
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
深
み
が
あ
っ
た
。
そ
の
「
深
ん
ぼ
」

か
ら
上
流
百
メ
ー
ト
ル
程
は
「
せ
い
ヶ
淵
」（
現
・
共
同
工
業
の
工
場
）
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
「
せ
い
魚
」
伝
説
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。「
せ

い
」
に
あ
た
る
漢
字
は
不
明
で
あ
る
。 

 

せ
い
魚
が
い
た
と
す
る
古
利
根
川
は
、
増
森
と
吉
川
市
の
境
を
流
れ
て

い
た
が
、
現
在
は
こ
の
部
分
は
埋
め
ら
れ
て
、
そ
の
痕
跡
は
な
い
。 

 



３
．
増
森
東
京
（➔

地
図
２
） 

か
つ
て
古
利
根
川
沿
い
に
あ
っ
た
増
森
は
、
人
々
の
往
来
な
ど
で
大
正

か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
は
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。 

松
伏
で
醸
造
さ
れ
た
醤
油
を
東
京
に
運
ぶ
高
瀬
舟
が
こ
の
古
利
根
川
を

通
過
。
こ
の
頃
は
荒
川
放
水
路
は
出
来
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。
東
京
へ

の
ル
ー
ト
は
中
川
を
利
用
し
た
舟
運

し
ゅ
う
う
ん

に
頼
っ
て
い
た(

地
図
２)

。 

そ
の
頃
、
増
森
本
田

ほ
ん
で
ん

で
は
晒

さ
ら
し

業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
小
島
専
治
氏
に
よ

る
と
、
こ
こ
で
は
製
品
は
馬
車
で
日
本
橋
方
面
に
運
送
さ
れ
て
い
た
。
後

に
「
本
田
晒
業
」
と
書
か
れ
た
一
ト
ン
車
の
ト
ラ
ッ
ク
二
台
ほ
ど
が
初
め

て
使
用
さ
れ
た
。
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
商
い
の
店
も
所
々
に
見
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
栄
え
た
増
森
は
、
一
時
は
「
増
森
東
京
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

４
．
か
つ
て
の
古
利
根
川
の
渡
し
場
と
そ
の
後
の
「
新
川
」
開
削 

増
森
の
山
崎
高
義
氏
（
大
正
七
年
生
ま
れ
）
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
（
平

成
十
二
年
頃
）
に
よ
る
と
、
昭
和
以
降
現
在
の
増
森
沿
い
の
古
利
根
川
の

渡
し
場
は
次
の
三
箇
所
で
あ
る
。（➔

地
図
１
） 

上
流
か
ら
「
馬
渡
し
」（
馬
も
渡
し
た
と
い
う
。
赤
岩
渡
し
と
も
呼
ば
れ

る
。）、「
さ
ん
こ
う
渡
し
」（
榎
戸
渡
し
と
も
い
う
。「
さ
ん
こ
う
」
の
由
来

は
不
明
、
渡
し
守
の
名
か
。
）
、
「
せ
き
舟
の
渡
し
（
せ
き
の
渡
し
）
」
で
あ

る
。「
せ
き
舟
の
渡
し
」
の
入
口
は
、
増
森
神
社
の
南
の
三
百 

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
屋
号
が
「
渡
し
場
」
と
呼
ば
れ
て
代
々
渡
し
守
を
務
め

た
増
森
の
須
賀

す

か

家
と
屋
号
が
「
よ
ろ
ず
屋
（
萬
屋
）」
と
呼
ば
れ
て
酒
店
を

し
て
い
た
も
う
一
方
の
須
賀
家
の
間
の
細
い
道
で
あ
る
。
現
在
、
東
埼
玉

道
路
が
で
き
て
大
き
く
変
わ
っ
た
。（
左
図
） 

増
森
の
北
を
古
利
根
川
が
流
れ
て
お
り
、
増
森
の
東
側
は
東
凸
（
と
つ
）

に
流
れ
、
次
に
西
凸
に
流
れ
た
（
現
在
は
こ
の
西
凸
の
部
分
は
川
が
埋
め

ら
れ
て
い
て
見
ら
れ
な
い
）。
つ
ま
り
逆
Ｓ
字
の
流
路
と
な
っ
て
流
れ
下
っ

て
い
て
、
さ
ら
に
新
方
川
が
入
り
込
ん
で
東
流
し
て
吉
川
橋
下
流
の
中
川

（
古
利
根
川
）
へ
と
続
い
た
の
で
あ
る
。（
地
図
１
） 

大
正
十
三
年
頃
、
現
在
で
い
う
増
森
の
梶
原
工
業
東
京
工
場
の
東
隣
か



ら
中
島
の
送
水
管
あ
た
り
ま
で
を
直
線
に
掘
っ
て
新
川
（
地
図
１
の
右
）

が
完
成
す
る
と
、
今
ま
で
増
森
村
の
東
側
を
曲
流
し
て
い
た
古
利
根
川
に

入
る
水
量
が
激
減
し
、
そ
れ
ま
で
の
古
利
根
川
の
様
相
が
一
変
し
た
。
新

川
の
完
成
が
き
っ
か
け
で
住
み
に
く
く
な
っ
た
せ
い
魚
が
、
鐘
ヶ
淵
に
移

り
住
み
、
こ
の
鐘
ヶ
淵
の
「
せ
い
魚
」
伝
説
が
誕
生
し
た
と
思
わ
れ
る
。
※

加
藤
の
か
つ
て
の
昭
和
６
年
以
降
説
を
も
と
に
記
述 

そ
の
後
、
こ
の
古
利
根
川
は
工
業
団
地
誘
致
の
た
め
に
埋
め
ら
れ
て
現

在
は
昔
の
名
残
は
な
い
。 

５
．「
せ
い
魚
」
伝
説
の
成
立
時
期
（➔
地
図
２
） 

「
せ
い
魚
」
が
「
せ
い
ヶ
淵
」
土
砂
が
た
ま
り
住
み
に
く
く
な
っ
た
の

は
、
大
正
の
終
わ
り
頃
に
新
川
が
で
き
た
せ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
せ

い
ヶ
淵
」
か
ら
「
鐘
ヶ
淵
」
に
直
接
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
）
に
花
畑
運
河
が
で
き
た
お
か
げ
で
あ
る
。
荒
川
放
水
路

の
出
現
に
よ
っ
て
中
川
舟
運
で
は
荒
川
放
水
路
を
横
断
す
る
た
め
の
中
川

水
門
付
近
で
舟
の
渋
滞
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
解
消
し
よ
う

と
足
立
区
の
北
部
に
中
川
と
綾
瀬
川
と
を
結
ぶ
花
畑

は
な
は
た

運
河
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
花
畑
運
河
の
中
川
側
に
は
六 む

つ

木 ぎ

水
門
、
綾
瀬
川
側
に
は
花
畑
水
門

が
あ
る
。 

つ
ま
り
「
せ
い
魚
」
は
増
森
の
古
利
根
川
を
下
っ
て
吉
川
橋
の
下
流 

の
中
川
（
古
利
根
川
）、
花
畑
運
河
、
綾
瀬
川
と
泳
い
で
進
み
、
綾
瀬 

川
が
流
れ
注
ぐ
隅
田
川
の
鐘
ヶ
淵
に
た
ど
り
着
き
、
こ
こ
に
移
り
住
ん
だ

の
で
あ
る
。
花
畑
運
河
の
お
か
げ
で
綾
瀬
川
舟
運
が
盛
ん
に
な
っ
た
頃
の

話
と
思
わ
れ
る
。 

以
上
か
ら
「
せ
い
魚
伝
説
」
は
、
昭
和
六
年
以
降
に
生
ま
れ
た
と
推
定

で
き
る
。
増
森
は
、
大
正
・
昭
和
と
東
京
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
伝
説
が
誕
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

[

脚
注] 

注
１ 

向
島
区
の
誕
生
は
昭
和
７
年
、
戦
後
、
南
隣
の
本
所
区
と
合
併 

し
て
今
の
墨
田
区
と
な
る
。 

注
２ 

隅
田
川
が
鐘
ヶ
淵
の
あ
た
り
で
直
角
に
曲
り
、
そ
れ
が
大
工
の 

使
う
指
矩
（
さ
し
が
ね
）
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼 

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
由
来
と
す
る
説
が
あ
る
。 

注
３ 

「
越
谷
市
の
史
蹟
と
傳
説
」（
越
谷
市
教
育
委
員
会
昭
和
35
年 

４
月
15
日
発
行
）
の
一
七
九
頁
に
題
名
と
し
て
「
セ
イ
ケ
淵
」（
伝 

説
）
と
書
か
れ
、
そ
の
解
説
文
中
で
は
「
セ
イ
ヶ
淵
」
と
な
っ
て
い 

る
箇
所
も
み
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
読
み
方
は
「
せ
い
け
ふ
ち
」
で
は
な 

く
「
せ
い
が
ふ
ち
」
と
読
む
。
平
成
12
年
３
月
の
地
元
の
小
島
専
治 

氏
か
ら
の
聞
取
り
調
査
で
も
「
せ
い
け
ふ
ち
」
で
は
な
く
、「
せ
い
が 

ふ
ち
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。 

    



                           



 

  

 

                        

   

地図２ 花畑
はなはた

運河以南のルート 

大正10年の「陸地測量部５万分１地形図」に鈴木恒雄氏及び加藤幸一が加筆 

 

のルートを使わない「越谷市の史蹟と傳説」の明治10年頃との伝説 

※昭和35年(1960)発行の「越谷市の史蹟と傳説」では「この伝説は、まだ増林村が[明

治22年の]合併にならず、各村にわかれていたころの話であるから[１９６０年の]凡

そ八十年前位のことであろう」として、明治10年頃の伝説としている。古老からの聞

き取りであろう。鐘ヶ淵と繋がるルートは古綾瀬川と古隅田川の二つあったが、どれ

も江戸時代前期に締め切られ、直接鐘ヶ淵には行けなくなっている。 

の花畑運河のルートを使う昭和６年(1931)以降との伝説 

※東京と交流が盛んな時代であった昭和６年完成の花畑
はなはた

運河を取り入れた説である。 

 



 



増
まし

森
もり

本田
ほんでん

の晒 業
さらしぎょう

(昭和56年1１月01日の「広報こしがや」の「越谷の民俗32」) 

越谷の増森では江戸時代から晒業の盛んな所でした。明治年代35軒ほどあった農家のほと

んどは、農業のかたわら晒業を営んでいたと言われます。 

 晒とは木綿布を白くする仕事で、石灰を入れた「アク桶」

に木綿の生地をひたして河原に干します。これを何回も繰

り返してから、古利根川の流れで水洗いして仕上げます。

当時、古利根川は増森の河原崎から曲流し、現在の吉川町

榎戸
えのきど

の地を迂回して流れていましたので晒の仕事をする

にはよい場所であったとみられ、その生産量は関東でも

一、二というように五本の指に数えられたほどでした。 

 仕上げられた製品の多くは東京日本橋の問屋に納めら

れましたが、このうち越ヶ谷御殿町の会田染工場や越巻

（現新川町）の島村染工場などのように、近辺の紺屋
こ う や

にも

納められたといいます。 

 大正十三年、元荒川や古利根川の改修工事が行なわれま

したが、このとき古利根川は、吉川町榎戸を分断して直流

に改修されました。このため、増森の晒は河原での作業が

できなくなり、それからは深い井戸を掘って井戸水を使う

ようになりました。こうして昭和の初め頃からは多くの農

家が晒業をやめていくようになってしまい、ついには最後

の一件となった富沢家が昭和十六年にこの仕事をやめ、晒

は増森から姿を消しました。 

 一時、晒業の盛んであった頃は、増森の農家は現金収入

が多く景気がよかったので、旅役者やゴゼ（盲女の唄うた

い）などの芸人がたくさんやってきました。こうした人々

は旅館を兼ねた「タナコヤ」と呼ばれた駄菓子屋に泊まり

ました。当時は「タナコヤ」が九軒ほど軒を連ねて賑わっ

ていたといいます。このため近所の人々とは、増森が東京

のような盛り場だということで、「増森東京」などと呼ん

でいたと言うことです。 

加
藤
幸
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越谷市民がほこれる『中島の鷺山』 
山本泰秀 

 

増林地区の中島地域には、春から夏にかけて鷺の集団が東南アジア方面から大群で飛来して、繁

殖行動と子育ての為に住み着く場所がある。中川と新方川の合流地点の新方川の中島側河川敷であ

る。この合流地点には、越谷市中島と吉川市に架かる中川水管橋（庄和浄水場水管橋）があり、そ

のすぐ下流である。 

鷺が飛来するこの地域は、現在は国有地となり、河川保全区域となっていて、竹・桜・リンゴ・

イチョウ・胡桃（くるみ）・梅・栗・椋（むく）・シュロ、その他多数の雑木が生い茂り、今でも木々

がそのまま現存して自然がよく残っている。 

小鷺、中鷺、中大鷺、あま鷺、ごい鷺などの大群が、春の彼岸の頃になると、南から飛来し、群

棲する。竹やぶの竹の枝に、樹枝や樹皮で直径三十五センチメートル位の粗雑な巣を作る。そこへ

青色の卵を四個程産卵する。鶏の卵と同じ位の大きさである。五月から八月にかけての育雛期には、

約三倍程の数に増える。そして、秋の彼岸の頃になると、次第に飛び去っていく。中鷺、あま鷺は、

夏鳥なので、台湾、フィリピン、マレーなどの南方へ飛んで行き、冬を越すのである。一方、小鷺

は、古利根川、元荒川沿いで、一年中、内地にとどまっている。 

鷺が多くいたとしても、繁殖行動の見られない地域は「鷺山」とは言わないが、ここは繁殖行為

を伴っているので、「鷺山」と言えるのである。 

中島の鷺は、地元住民の話では、十六年程前（平成三年、２００７年頃）から数羽が住み始め、

最盛期には二百から三百羽程に膨れあがったという。 

一般には、鷺山近隣の住民にとっては、鷺山は迷惑なことであり、鷺の一日中の鳴き声、鷺の糞

の臭いやほこりなどに耐え難くなり、追い飛ばしてしまうそうである。 

しかし中島の鷺山は環境的には最適と思われ、広めな国有地であり、中川に隣接し民間住宅から

はかなり離れている。それ故にここでは周辺の住民も鳥の公害に悩まされることはないのである。 

ちなみに中島の鷺山は、中島から眺めるよりは、対岸の吉川市川野、川富地区からの眺めが良い

ことを一言申し添えておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成１９年５月 吉川市吉川 豊田勝氏、吉川側から撮影 

越谷市中島の鷺山 



 



 

令和６年度 

越谷市立図書館主催の郷土歴史講座 

「増林地区南部の歴史」 

―増森村・中島村・花田村・小林村― 

 

現地研修：マイクロバス・ルート地図 

          加藤幸一 
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 


